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譜

l
月
5
日
、
村
上
三
好
、
タ
マ
カ
の
長
男
と
し
て
生

ま
れ
る
。
出
生
地
は
母
の
実
家
、
岩
手
県
東
磐
井
郡

大
原
町
字
清
水
田
一
八
番
地
（
現
在
の
同
郡
大
東

町
）
。
戸
籍
上
の
出
身
地
は
父
の
実
家
、
気
仙
郡
矢
作

村
諏
訪
四
一
（
現
在
の
陸
前
高
田
市
矢
作
町
）
。

7
月
1
3
日
、
父
、
一
関
区
裁
判
所
藤
沢
出
張
所
長
と

し
て
赴
任
。
一
家
は
、
岩
手
県
東
磐
井
郡
藤
沢
町
藤

沢
字
町
真
二
一
〇
番
地
三
に
転
居
。

8
月
、
弟
・
和
夫
　
（
次
男
）
　
出
生
。

7
月
、
弟
・
貞
夫
　
（
三
男
）
　
出
生
。

東
磐
井
郡
藤
沢
町
立
藤
沢
尋
常
小
学
校
に
入
学
。
在

学
時
代
は
格
別
目
立
つ
存
在
で
は
な
か
っ
た
が
、
お

と
な
し
く
て
作
文
が
上
手
だ
っ
た
。
父
に
火
箸
で
叩

か
れ
な
が
ら
勉
強
し
た
が
、
勉
強
は
そ
れ
ほ
ど
好
き

で
は
な
く
、
成
績
は
中
位
だ
っ
た
。

3
月
、
弟
・
達
夫
（
四
男
）
出
生
。
達
夫
を
お
ぶ
っ

て
酒
を
買
い
に
行
っ
た
こ
と
を
学
校
の
作
文
に
書



8
歳

昭
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一
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四
二

1
5
歳

昭
和
1
9
年

一
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四
四

1
7
歳

き
、
醤
油
を
買
い
に
行
け
と
言
っ
た
は
ず
だ
と
父
に

叱
ら
れ
た
。

7
月
3
1
日
、
父
、
遠
野
区
裁
判
所
盛
出
張
所
長
と
し

て
転
任
。
気
仙
郡
盛
町
字
館
下
九
番
地
の
四
（
後
、

大
船
渡
市
と
な
る
）
　
に
転
居
、
盛
町
立
盛
尋
常
小
学

校
第
三
学
年
に
編
入
。

3
月
、
盛
町
立
盛
尋
常
小
学
校
を
卒
業
。

4
月
、
盛
岡
市
仁
王
田
南
の
私
立
岩
手
中
学
校
（
現

在
、
盛
岡
市
長
田
町
七
卜
八
〇
私
立
岩
手
高
等
学
校
）

に
入
学
。
同
市
仁
王
小
路
　
（
番
地
不
詳
）
佐
々
木
守

彦
方
に
下
宿
す
る
。
入
学
ま
も
な
く
、
牟
岐
薔
雄
（
詩

人
・
北
川
れ
い
の
父
）
　
が
受
持
つ
漢
文
の
授
業
で
、

生
徒
に
　
「
釈
迦
は
生
ま
れ
た
と
き
何
と
言
っ
た
か
」

と
質
問
し
た
と
こ
ろ
、
皆
黙
っ
て
い
た
の
で
思
い

き
っ
て
「
天
上
天
下
唯
我
独
尊
」
と
答
え
た
。
中
学

時
代
は
剣
道
部
に
所
属
し
、
寒
稽
古
は
欠
か
さ
な

か
っ
た
。
岩
手
登
山
を
毎
年
続
け
た
。

1
月
、
弟
・
成
夫
　
（
五
男
）
　
出
生
。

3
月
、
父
、
盛
岡
区
裁
判
所
に
転
任
し
、
盛
岡
市
加

賀
野
中
道
二
七
番
地
に
転
居
。
佐
々
木
宅
の
下
宿
を

ひ
き
は
ら
い
同
居
。

夏
、
パ
ラ
チ
フ
ス
に
か
か
り
三
カ
月
休
学
、
一
年
の

留
年
と
な
る
。

学
徒
動
員
に
よ
り
約
一
年
間
横
浜
市
の
軍
需
工
場
へ

行
く
。
川
崎
市
の
　
「
紫
雲
寮
」
に
寄
宿
。
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譜

3
月
、
岩
手
中
学
校
を
卒
業
。
満
州
国
濱
江
省
（
当

時
）
官
吏
に
採
用
さ
れ
、
直
ち
に
大
陸
に
渡
る
。
赴

任
し
た
濱
江
省
の
上
長
は
、
な
に
く
れ
と
仕
事
を
教

え
て
く
れ
る
朝
鮮
半
島
系
の
人
だ
っ
た
が
、
課
長
は

彼
を
人
間
扱
い
し
な
か
っ
た
。
蛤
爾
濱
市
馬
家
区
巴

陵
街
七
六
・
清
江
寮
に
住
む
。
の
ち
航
空
機
工
場
に

挺
身
隊
と
し
て
入
り
、
さ
ら
に
臨
時
召
集
兵
と
な
り

入
隊
。
見
送
り
の
誰
も
い
な
い
出
征
に
悲
し
く
て
涙

が
出
た
と
後
に
母
親
に
語
っ
て
い
る
。

8
月
、
妹
・
睦
子
（
長
女
）
出
生
。

8
月
1
5
日
、
太
平
洋
戦
争
終
戦
、
拳
銃
所
持
の
疑
い

で
ソ
連
軍
に
連
行
さ
れ
る
。
取
り
調
べ
の
際
に
煙
草

の
火
を
お
し
つ
け
ら
れ
る
な
ど
し
た
が
、
第
三
者
の

証
言
に
よ
り
釈
放
。
（
シ
ベ
リ
ア
で
抑
留
さ
れ
停
虜
生

活
を
送
っ
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る
が
、
詳
細
は
不

明
。
）
終
戦
か
ら
帰
国
す
る
ま
で
の
間
に
中
国
や
朝
鮮

半
島
の
人
達
の
多
く
の
親
切
に
助
け
ら
れ
、
そ
れ
が

生
涯
忘
れ
ら
れ
な
い
こ
と
と
な
っ
た
。

春
、
父
が
盛
岡
区
裁
判
所
を
辞
職
。

秋
、
帰
国
。
家
族
は
昭
夫
が
も
う
こ
の
世
に
い
な
い

も
の
と
す
っ
か
り
諦
め
て
い
た
。

1
月
2
8
日
、
盛
岡
郵
便
局
事
務
員
に
採
用
さ
れ
る
。

春
、
岩
手
青
年
師
範
学
校
に
合
格
し
た
が
、
弟
た
ち

の
進
学
の
た
め
入
学
を
断
念
。

父
、
矢
作
に
帰
郷
、
村
助
役
を
半
年
ば
か
り
勤
め
る
。



父
、
早
春
に
東
北
電
力
に
入
社
。

9
月
3
0
日
、
盛
岡
郵
便
局
郵
政
事
務
官
と
な
る
。
職

場
の
混
声
合
唱
団
・
交
声
会
の
リ
ー
ダ
ー
に
な
っ
た

り
、
機
関
誌
の
編
集
を
し
た
り
し
て
、
文
化
活
動
に

活
躍
（
2
5
年
の
春
ま
で
）
。
大
陸
で
の
生
活
を
題
材
に

し
た
小
説
も
書
く
。
ま
た
、
郵
便
局
勤
務
時
代
に
ラ

ジ
オ
の
の
ど
自
慢
大
会
に
出
場
、
（
異
国
の
丘
）
を
歌

い
か
ね
を
三
つ
鳴
ら
し
た
。

春
、
結
核
発
病
。
引
揚
げ
時
の
相
当
の
無
理
が
病
気
の

因
を
な
し
た
と
思
わ
れ
る
。
入
院
し
た
く
と
も
ベ
ッ
ド

が
空
か
な
い
時
代
だ
っ
た
の
で
自
宅
療
養
を
す
る
。

6
月
頃
、
映
画
「
き
け
わ
だ
つ
み
の
声
」
を
見
る
。

画
面
に
挿
入
さ
れ
た
宮
沢
賢
治
の
　
「
あ
ゝ
、
マ
ヂ
エ

ル
様
、
ど
う
か
憎
む
こ
と
の
で
き
な
い
敵
を
殺
さ
な

い
で
い
、
や
う
に
早
く
こ
の
世
界
が
な
り
ま
す
や
う

に
、
そ
の
た
め
な
ら
ば
、
わ
た
く
し
の
か
ら
だ
な
ど
は
、

何
べ
ん
引
き
裂
か
れ
て
も
か
ま
ひ
ま
せ
ん
。
」
　
（
童
話

集
『
注
文
の
多
い
料
理
店
』
　
収
録
の
　
「
烏
の
北
斗
七

星
」
　
の
中
の
、
烏
の
大
尉
の
言
葉
）
　
に
感
動
し
た
。

秋
、
盛
岡
市
下
米
内
の
岩
手
医
科
大
学
付
属
岩
手
サ

ナ
ト
リ
ウ
ム
に
入
院
。

☆
小
説
（
浮
情
　
第
一
回
）
　
（
「
意
吹
」
？
月
）

☆
小
説
入
院
　
第
一
回
）
　
（
「
全
逓
盛
郵
」
一
三
号
・

7
月
）

☆
　
（
母
）
　
（
「
意
吹
」
五
号
・
7
月
）

☆
　
（
弟
よ
）
　
（
同
右
）

☆
小
説
（
浮
情
　
第
二
回
）
　
（
同
右
）

☆
　
（
友
に
捧
ぐ
）
　
（
「
意
吹
」
六
号
・
8
月
）

☆
小
説
（
浮
情
　
第
三
回
）
　
（
同
右
）

☆
小
説
（
腕
　
第
二
回
）
　
（
「
全
逓
盛
郵
」
一
四
号
・

8
月
）



年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

譜

2
月
、
岩
手
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
内
の
大
部
屋
　
（
一
九
入

室
）
　
に
入
る
。
院
内
回
覧
俳
誌
　
「
青
空
」
　
に
投
句
。

「
季
刊
岩
手
俳
句
」
　
に
一
句
収
録
。
高
村
光
太
郎
の

詩
人
鈍
牛
の
言
葉
）
か
ら
採
っ
た
″
鈍
牛
″
の
俳
号

を
用
い
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
は
皆
か
ら
″
鈍
牛
さ
ん
〟

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
。

7
月
、
詩
誌
「
首
輪
」
　
（
和
賀
郡
黒
沢
尻
町
清
水
小
路

斎
藤
方
）
　
創
刊
。

7
月
、
同
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
入
院
し
て
き
た
高
橋
昭

八
郎
と
知
り
合
う
。
高
橋
の
紹
介
に
よ
り
首
輪
の
含

同
人
と
な
る
　
（
二
号
か
ら
）
。

1
0
月
、
左
胸
郭
成
形
手
術
、
経
過
良
好
。
手
術
中
に

口
笛
を
吹
き
執
刀
医
に
尻
を
叩
か
れ
た
。

院
内
俳
誌
「
草
笛
」
　
が
宮
野
小
提
灯
、
田
村
了
咲
の

指
導
で
発
刊
（
浅
沼
弘
一
編
集
）
。
草
笛
句
会
に
入
会

し
投
句
す
る
。
句
会
仲
間
で
重
症
患
者
の
昆
ふ
さ
子

と
親
し
く
な
る
　
（
後
に
結
婚
）
。

2
月
、
病
気
軽
快
と
な
り
岩
手
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
退

院
。
盛
岡
市
加
賀
野
中
道
二
七
の
自
宅
に
帰
る
。
ま

だ
闘
病
中
の
昆
ふ
さ
子
を
見
舞
い
励
ま
す
。

5
月
1
9
日
、
「
岩
手
日
報
」
学
芸
欄
に
「
日
報
文
芸
」

（
詩
の
選
者
・
草
野
心
平
）
　
が
設
け
ら
れ
投
稿
を
は

じ
め
る
。
翌
年
8
月
2
7
日
、
選
者
が
村
野
四
郎
に
変

わ
り
、
晩
年
ま
で
投
稿
を
続
け
る
。
才
能
を
認
め
ら

れ
、
村
野
四
郎
を
終
生
の
師
と
し
て
仰
ぐ
。

1
0
月
、
第
七
回
岩
手
芸
術
祭
詩
の
部
門
で
（
荒
野
と

☆☆☆☆☆☆

（
か
ら
す
）
　
（
「
首
輪
」
　
二
号
・
1
0
月
）

へ
弟
よ
）
　
（
「
僚
友
詩
歌
集
」
一
号
・
夏
）

（
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
　
（
同
右
）

（
弟
よ
）
　
（
「
光
」
　
9
月
）

（
ラ
リ
ッ
ク
ス
）
　
（
同
右
）

（
父
に
）
　
（
同
右
）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

（
え
へ
ら
え
へ
ら
↓
大
人
の
た
め
の
童
話
）
（
「
光
」

3
月
）

へ
A
君
へ
）
　
（
同
右
）

（
笑
い
に
つ
い
て
↓
あ
る
笑
い
に
つ
い
て
）
　
（
「
首

輪
」
　
四
号
・
6
月
）

（
母
に
つ
い
て
）
　
（
「
首
輪
」
五
号
・
1
2
月
）

″
た
よ
り
〟
　
（
同
右
／
書
簡
掲
載
）

（
あ
る
書
に
つ
い
て
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
5
月
1
9
日
）

へ
砂
丘
の
歌
1
砂
丘
の
う
た
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
7

月
2
8
日
）

（
荒
野
と
ポ
プ
ラ
）
（
第
七
回
岩
手
芸
術
祭
入
選
／

「
岩
手
日
報
」
　
1
0
月
1
5
日
）

（
ド
ン
・
コ
サ
ッ
ク
↓
ソ
ヴ
エ
ッ
ト
・
ロ
シ
ャ
）

（
「
首
輪
」
　
七
号
・
1
2
月
）

″
「
首
輪
」
を
ど
う
す
べ
き
か
・
わ
れ
わ
れ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
″
回
答
　
（
同
右
）



年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

譜

2
月
、
岩
手
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
内
の
大
部
屋
　
二
九
入

室
）
　
に
入
る
。
院
内
回
覧
俳
誌
「
青
空
」
に
投
句
。

「
季
刊
岩
手
俳
句
」
に
一
旬
収
録
。
高
村
光
太
郎
の

詩
人
鈍
牛
の
言
葉
）
か
ら
採
っ
た
″
鈍
牛
〟
の
俳
号

を
用
い
、
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
で
は
皆
か
ら
″
鈍
牛
さ
ん
〟

の
愛
称
で
親
し
ま
れ
る
。

7
月
、
詩
誌
「
首
輪
」
　
（
和
賀
郡
黒
沢
尻
町
清
水
小
路

斎
藤
方
）
　
創
刊
。

7
月
、
同
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
に
入
院
し
て
き
た
高
橋
昭

八
郎
と
知
り
合
う
。
高
橋
の
紹
介
に
よ
り
首
輪
の
会

同
人
と
な
る
　
（
二
号
か
ら
）
。

1
0
月
、
左
胸
郭
成
形
手
術
、
経
過
良
好
。
手
術
中
に

口
笛
を
吹
き
執
刀
医
に
尻
を
叩
か
れ
た
。

院
内
俳
誌
「
草
笛
」
が
宮
野
小
提
灯
、
田
村
了
咲
の

指
導
で
発
刊
（
浅
沼
弘
一
編
集
）
。
草
笛
句
会
に
入
会

し
投
句
す
る
。
句
会
仲
間
で
重
症
患
者
の
昆
ふ
さ
子

と
親
し
く
な
る
　
（
後
に
結
婚
）
。

2
月
、
病
気
軽
快
と
な
り
岩
手
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
を
退

院
。
盛
岡
市
加
賀
野
中
道
二
七
の
自
宅
に
帰
る
。
ま

だ
闘
病
中
の
昆
ふ
さ
子
を
見
舞
い
励
ま
す
。

5
月
1
9
日
、
「
岩
手
日
報
」
学
芸
欄
に
「
日
報
文
芸
」

（
詩
の
選
者
・
革
野
心
平
）
　
が
設
け
ら
れ
投
稿
を
は

じ
め
る
。
翌
年
8
月
2
7
日
、
選
者
が
村
野
四
郎
に
変

わ
り
、
晩
年
ま
で
投
稿
を
続
け
る
。
才
能
を
認
め
ら

れ
、
村
野
四
郎
を
終
生
の
師
と
し
て
仰
ぐ
。

1
0
月
、
第
七
回
岩
手
芸
術
祭
詩
の
部
門
で
（
荒
野
と

☆☆☆☆☆☆

著

　

　

　

　

　

　

　

　

　

作

（
か
ら
す
）
　
（
「
首
輪
」
　
二
号
・
1
0
月
）

（
弟
よ
）
　
（
「
僚
友
詩
歌
集
」
　
二
号
・
夏
）

（
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
　
（
同
右
）

（
弟
よ
）
　
（
「
光
」
　
9
月
）

へ
ラ
リ
ッ
ク
ス
）
　
（
同
右
）

（
父
に
）
　
（
同
右
）

☆☆☆☆☆☆☆☆☆☆

（
え
へ
ら
え
へ
ら
↓
大
人
の
た
め
の
童
話
）
（
「
光
」

3
月
）

（
A
君
へ
）
　
（
同
右
）

（
笑
い
に
つ
い
て
1
あ
る
笑
い
に
つ
い
て
）
　
（
「
首

輪
」
四
号
・
6
月
）

（
母
に
つ
い
て
）
　
（
「
首
輪
」
五
号
・
1
2
月
）

″
た
よ
り
″
　
（
同
右
／
書
簡
掲
載
）

（
あ
る
書
に
つ
い
て
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
5
月
1
9
日
）

（
砂
丘
の
歌
1
砂
丘
の
う
た
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
7

月
2
8
日
）

へ
荒
野
と
ポ
プ
ラ
）
（
第
七
回
岩
手
芸
術
祭
入
選
／

「
岩
手
日
報
」
　
1
0
月
1
5
日
）

（
ド
ン
・
コ
サ
ッ
ク
↓
ソ
ヴ
エ
ッ
ト
・
ロ
シ
ャ
）

（
「
首
輪
」
　
七
号
・
1
2
月
）

″
「
首
輪
」
を
ど
う
す
べ
き
か
・
わ
れ
わ
れ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
〟
回
答
（
同
右
）



昭
和
2
9
年

一
九
五
四

2
7
歳

昭
和
3
0
年

一
九
五
五

2
8
歳

ポ
プ
ラ
）
第
一
席
入
賞
。

2
月
2
8
日
、
岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ
が
盛
岡
市
内
丸
の

岩
手
鼎
立
図
書
館
に
お
い
て
結
成
さ
れ
、
会
員
と
な

る
。
会
長
・
佐
伯
郁
郎
、
事
務
局
長
・
大
坪
孝
二
。

3
月
3
1
日
、
「
願
い
に
よ
り
」
盛
岡
郵
便
局
郵
政
事
務

官
を
免
ぜ
ら
れ
る
。
病
気
休
職
か
ら
免
職
、
こ
の
冷

厳
な
事
態
に
直
面
し
激
し
い
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。

近
く
の
岩
山
に
登
っ
て
造
迄
す
る
。

盛
岡
俳
句
研
究
会
（
吉
田
梧
郎
宅
）
　
に
高
橋
青
湖
、

山
田
蘭
汀
、
伊
藤
ト
キ
ノ
、
村
谷
龍
四
郎
ら
と
と
も

に
参
加
。

三
八
城
文
彦
の
「
日
本
詩
潮
」
　
（
青
森
市
）
　
に
参
加
。

2
月
、
岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ
機
関
誌
「
皿
」
第
五
号

の
特
集
ア
ン
ケ
ー
ト
「
一
九
五
五
年
の
幕
に
思
う
」

で
、
①
今
年
の
あ
な
た
の
仕
事
は
（
無
回
答
）
、
②
尊

敬
し
て
い
る
詩
人
＝
宮
沢
賢
治
、
③
今
年
注
目
し
た

詩
人
＝
ボ
ン
ヤ
り
し
て
い
た
の
で
分
り
ま
せ
ん
。

④
今
読
ん
で
い
る
本
＝
サ
マ
ザ
マ
な
童
話
で
す
、
と

答
え
る
。

3
月
1
6
日
、
詩
誌
「
首
輪
」
第
二
号
の
合
評
会
が

盛
岡
市
の
大
坪
宅
で
開
か
れ
出
席
。
そ
の
後
「
首
輪
」

の
続
刊
を
南
川
比
呂
史
、
斎
藤
彰
吾
ら
と
企
図
し
た

☆
　
（
月
光
と
犬
）
　
（
「
東
北
文
庫
」
六
八
号
・
1
月
）

☆
　
八
か
た
い
川
）
　
（
「
首
輪
」
　
八
号
・
6
月
）

☆
八
五
億
年
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
2
月
1
6
日
）

☆
（
化
石
し
た
牛
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
2
月
2
3
日
）

☆
（
雪
の
歌
1
雪
）
（
「
東
北
文
庫
」
七
五
号
・
4
月
）

☆
　
（
星
を
見
て
い
る
と
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
5
月
3
日
）

☆
（
破
戒
の
日
）
　
（
副
題
…
仏
陀
は
ま
だ
比
較
的
若

か
っ
た
／
「
岩
手
日
報
」
　
5
月
1
3
日
）

☆
（
兄
弟
）
　
（
「
首
輪
」
一
〇
号
・
5
月
）

☆
（
悲
歌
1
遠
い
道
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
6
月
3
日
）

☆
　
（
仏
陀
を
描
こ
う
1
仏
陀
を
書
こ
う
）
　
（
「
岩
手
日

報
」
　
6
月
2
1
日
）

☆
（
乞
食
と
布
施
と
↓
乞
食
と
布
施
）
（
「
岩
手
日
報
」

6
月
3
0
日
）

☆
二
本
足
の
廃
兵
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
7
月
6
日
）

☆
（
賢
治
の
星
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
9
月
1
日
）

☆
（
靴
の
書
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
1
1
月
1
2
日
）

★
（
化
石
し
た
牛
）
　
（
「
日
本
詩
潮
」
八
号
・
1
月
）

☆
（
シ
リ
ウ
ス
が
見
え
る
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
1
9

日）
☆
〝
一
九
五
五
年
の
薯
に
思
う
ア
ン
ケ
ー
ト
〟
回
答

（
「
皿
」
五
号
・
2
月
）

☆
八
坂
を
登
る
馬
1
坂
を
の
ぼ
る
馬
）
（
「
岩
手
日
報
」

2
月
1
6
日
）

★
　
（
枯
野
1
破
戒
の
日
）
　
（
「
首
輪
」
一
一
号
・
3
月
）

☆
　
（
つ
な
が
れ
た
象
）
…
（
同
右
）

☆
書
簡
抜
粋
　
（
通
信
欄
″
風
″
）
　
（
同
右
）

★
八
五
億
年
の
時
1
五
億
年
）
（
「
日
本
詩
潮
」
九
号
・



が
、
無
期
休
刊
す
る
こ
と
に
な
る
。

3
月
1
5
日
、
宮
沢
賢
治
を
た
ず
ね
る
合
に
参
加
。
花

巻
市
の
賢
治
生
家
で
、
原
稿
を
見
、
（
雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
）

の
詩
碑
、
イ
ギ
リ
ス
海
岸
付
近
を
散
策
。

4
月
2
6
日
、
高
村
光
太
郎
を
偲
ぶ
夕
で
、
講
演
と
詩

朗
読
の
合
が
盛
岡
市
内
丸
の
町
村
会
館
　
（
今
の
岩
手

児
自
治
会
館
）
　
で
開
か
れ
、
追
悼
詩
人
長
靴
を
は
い

て
）
を
朗
読
。
講
師
・
堀
江
赴
、
森
荘
巳
池
、
佐
藤

勝治。
6
月
2
2
日
～
2
4
日
、
三
日
間
、
岩
手
県
立
図
書
館
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
た
第
一
回
詩
展
に
、
二
本
足
の
廃
兵
）

を
出
品
。

1
0
月
1
3
日
、
岩
手
芸
術
祭
第
一
回
詩
祭
が
盛
岡
市
教

育
会
館
で
開
か
れ
（
賢
治
の
星
）
を
朗
読
。
（
お
か
あ

さ
ん
聞
か
し
て
下
さ
い
）
が
人
選
。
（
講
師
・
佐
伯
郁

郎
、
及
川
均
、
山
本
太
郎
。
）

1
2
月
、
画
家
と
詩
人
の
グ
ル
ー
プ
・
ア
プ
レ
を
結
成

し
、
盛
岡
市
肴
町
ツ
キ
ウ
ギ
ャ
ラ
リ
ィ
で
詩
画
展
を

開
く
。
（
荒
野
と
ポ
プ
ラ
）
他
二
篇
を
出
品
。
こ
の
頃
、

″
タ
ロ
〟
と
名
付
け
た
野
良
犬
と
と
も
に
娼
営
ア

パ
ー
ト
に
住
む
宮
静
枝
を
訪
れ
る
。
何
処
に
い
く
に

も
連
れ
て
歩
い
た
こ
の
犬
に
つ
い
て
、
後
年
「
動
物

哀
歌
は
タ
ロ
に
教
え
ら
れ
て
書
い
た
よ
う
な
も
の
」

と
語
る
。

★☆☆☆☆☆＊★★☆☆☆☆☆☆☆

3
月
）

八
か
た
い
川
）
　
（
「
北
の
文
学
」
　
二
号
・
4
月
）

（
明
い
て
い
る
椅
子
↓
あ
い
て
い
る
椅
子
）
…
（
同
右
）

（
海
の
向
こ
う
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
4
月
1
5
日
）

（
屠
殺
場
に
あ
る
道
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
4
月
1
8
日
）

（
マ
ン
モ
ス
の
背
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
5
月
2
3
日
）

（
蛇
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
5
月
3
0
日
）

へ
神
様
に
つ
い
て
1
神
様
）
（
6
月
2
0
日
、
盛
岡
詩

の
会
合
評
会
提
出
）

へ
一
本
足
の
廃
兵
）
（
6
月
2
2
日
、
第
一
回
詩
展
に

出
品
、
作
品
集
あ
り
）

（
賢
治
の
星
）
　
（
「
日
本
詩
潮
」
一
一
号
・
7
月
）

八
月
か
ら
渡
っ
て
く
る
船
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
9
月

1
日
）

（
精
霊
船
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
9
月
7
日
）

（
お
母
さ
ん
聞
か
し
て
下
さ
い
1
お
母
さ
ん
）
（
岩

手
芸
術
祭
第
一
回
詩
祭
入
選
、
入
選
作
品
集
あ

り
／
「
岩
手
日
報
」
　
1
0
月
8
日
）

（
悲
し
み
を
覗
く
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
0
月
1
1
日
）

（
去
っ
て
ゆ
く
仏
陀
1
去
っ
て
行
く
仏
陀
）
　
（
「
岩

手
日
報
」
　
1
1
月
5
日
夕
刊
）

（
金
色
の
鹿
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
1
月
2
6
日
夕
刊
）

（
誰
か
が
言
っ
た
に
違
い
な
い
）
　
（
「
岩
手
日
報
」

1
2
月
3
日
夕
刊
／
1
1
月
1
8
日
、
盛
岡
詩
の
合
合
評

会
提
出
）

（
出
家
す
る
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
2
月
1
3
日
夕
刊
／

1
1
月
1
8
日
、
盛
岡
詩
の
会
合
評
会
提
出
）

（
荒
野
と
ポ
プ
ラ
）
　
（
1
2
月
1
4
日
、
ア
プ
レ
〝
詩
と

絵
の
展
覧
会
〟
に
出
品
）

へ
紅
色
の
林
檎
1
紅
色
の
り
ん
ご
）
（
同
右
／
詩
集

所
収
の
（
1
）
か
（
2
）
か
不
明
）



1
月
、
岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ
の
幹
事
と
な
り
、
機
関

誌
「
皿
」
　
の
編
集
を
担
当
。
1
3
日
、
大
坪
孝
二
詩
集

『
地
図
』
　
の
出
版
記
念
会
が
盛
岡
市
の
多
賀
園
で
開

か
れ
出
席
。

3
月
、
「
皿
」
第
六
号
を
編
集
発
行
。
以
後
3
4
年
1
月

ま
で
誌
面
に
新
し
い
企
画
を
と
り
入
れ
、
充
実
し
た

機
関
誌
活
動
を
行
う
。
ま
た
こ
の
頃
、
毎
月
開
か
れ

る
盛
岡
詩
の
合
合
評
会
に
欠
か
さ
ず
出
か
け
、
大
坪

夫
妻
の
世
話
に
な
る
。

4
月
2
1
日
、
盛
岡
市
内
詩
人
有
志
に
よ
る
春
の
ハ
イ

キ
ン
グ
が
あ
り
、
国
鉄
の
合
唱
団
員
で
も
あ
る
米
内

貞
二
と
二
部
合
唱
を
す
る
。
報
恩
寺
、
五
百
羅
漢
、

岩
手
産
業
文
化
館
（
現
在
の
郷
土
史
料
館
）
、
愛
宕
山
、

高
松
の
池
な
ど
を
め
ぐ
り
佐
伯
郁
郎
宅
を
訪
れ
解
散
。

8
月
3
日
、
盛
岡
ホ
テ
ル
に
き
て
い
る
韓
国
の
詩

人
・
金
素
雲
を
、
盛
岡
の
仲
間
と
訪
ね
る
。
金
素
雲

が
朗
読
し
て
く
れ
た
李
光
沫
の
詩
へ
御
身
）
に
深
い

感
銘
を
受
け
る
。

1
0
月
8
日
、
第
二
回
詩
祭
「
現
代
詩
の
講
演
と
詩
劇

の
夕
べ
」
が
教
育
会
館
で
開
か
れ
、
上
演
さ
れ
た
二

つ
の
詩
劇
の
う
ち
盛
岡
組
の
（
馬
を
主
題
と
す
る
三

っ
の
フ
ァ
ン
タ
ジ
ィ
）
　
（
作
・
構
成
・
藤
井
逸
郎
、
吉

田
慶
治
、
大
坪
孝
二
、
演
出
・
佐
伯
郁
郎
、
栗
栖
保

之
助
、
装
置
・
村
上
善
男
）
　
に
出
演
、
高
原
A
と
ア

ン
グ
ロ
ア
ラ
ブ
の
二
役
を
兼
ね
る
。
稽
古
中
セ
リ
フ

の
覚
え
が
悪
く
皆
を
ひ
や
ひ
や
さ
せ
た
が
、
本
番
と

な
る
や
見
違
え
る
ほ
ど
流
暢
で
プ
ロ
ン
プ
タ
ー
の
佐

藤
章
さ
え
驚
く
ほ
ど
で
あ
っ
た
。
北
上
、
花
巻
組
は

（
黒
の
タ
ン
タ
ル
ス
）
（
作
・
首
輪
太
郎
、
演
出
・
大

村
孝
子
、
装
置
・
大
宮
政
郎
）
。
講
師
・
江
間
章
子
、

秋
谷
豊
。
詩
祭
で
は
（
航
海
を
祈
る
）
が
入
選
。

☆
（
石
の
上
を
歩
く
虹
矧
）
　
（
同
右
）

☆
（
薔
薇
色
の
雲
の
見
え
る
山
1
バ
ラ
色
の
雲
の
見

え
る
山
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
1
日
・
新
年
文
芸

″
天
・
地
・
人
″
の
″
地
〟
位
）

☆
（
そ
れ
が
天
な
の
だ
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
1
月
1
4
日

夕刊）

☆
八
人
は
山
を
越
え
る
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
3
月
2
6
日

夕刊）

☆
俳
句
作
品
評
（
習
作
研
討
）
　
（
「
草
笛
」
七
〇
号
・

3
月
）

＊
　
（
僕
は
そ
の
人
と
対
決
す
る
1
？
ぼ
く
は
そ
れ
と

対
決
す
る
）
（
「
岩
手
日
報
」
5
月
7
日
夕
刊
・
塵

外
＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
（
紅
色
の
林
檎
）
（
「
岩
手
日
報
」
5
月
1
7
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
／
詩
集
所
収
の
（
1
）
か
（
2
）

か
不
明
／
村
上
昭
文
）

☆
（
私
を
う
ら
ざ
る
な
）
（
「
岩
手
日
報
」
6
月
1
4
日

夕刊）

☆
（
豚
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
6
月
2
4
日
夕
刊
）

＊
（
其
処
を
行
く
）
（
「
岩
手
日
報
」
7
月
3
0
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
／
村
上
昭
文
）

☆
（
小
さ
な
涙
の
歌
1
ふ
と
涙
が
こ
ぼ
れ
る
）
　
（
『
岩

手
放
送
詩
集
』
・
鼎
詩
人
ク
ラ
ブ
刊
・
8
月
）

★
（
精
霊
船
）
　
（
同
右
）

☆
文
（
「
中
村
俊
亮
」
の
詩
を
め
ぐ
っ
て
）
　
（
「
岩
手
日

報
」
　
9
月
3
日
夕
刊
）

☆
八
橋
を
渡
る
兄
弟
）
（
「
岩
手
日
報
」
1
0
月
1
日
夕

刊）
＊
　
八
草
を
ひ
く
人
）
（
「
岩
手
日
報
」
1
0
月
2
9
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
／
村
上
昭
文
）

☆
　
（
愛
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
）
（
「
白
塔
」
二
二
号
・

10月）



3
月
か
ら
9
月
頃
に
か
け
て
、
盛
岡
市
志
家
の
川
村

内
科
医
院
に
通
院
。

5
月
2
7
日
、
宮
静
枝
、
阿
部
れ
い
子
の
誕
生
会
に
招

か
れ
、
岩
山
で
遊
ぶ
。

6
月
1
5
日
、
ラ
ジ
オ
岩
手
で
開
か
れ
た
第
二
回
ラ
ジ

オ
ド
ラ
マ
研
究
会
に
参
加
し
た
が
、
途
中
で
大
村
孝

子
、
中
村
俊
亮
ら
と
岩
手
公
園
に
行
き
詩
を
語
り
合

う
。
こ
の
頃
、
盛
岡
詩
の
全
の
活
動
は
、
固
定
化
を

理
由
に
中
止
。

8
月
、
盆
踊
り
に
熱
中
、
ゆ
か
た
を
着
て
一
週
間
踊

り
つ
づ
け
た
が
、
つ
い
に
物
に
な
ら
ず
。

9
月
、
「
皿
」
第
一
五
号
発
行
。
（
座
談
会
・
現
代
詩

を
め
ぐ
っ
て
）
　
の
司
会
を
担
当
。
2
1
日
、
花
巻
市
の

賢
治
祭
に
岩
手
児
詩
人
ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
大
村

孝
子
と
参
加
。
碑
前
で
　
「
稲
作
挿
話
」
を
朗
読
、
大

村
は
オ
ル
ガ
ン
を
伴
奏
。

1
0
月
1
5
日
、
第
三
回
詩
祭
「
講
演
と
詩
劇
の
夕
べ
」

が
岩
手
教
育
会
館
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
る
。
講
師
・
村

野
四
郎
、
木
原
孝
一
。
入
場
券
販
売
に
奔
走
、
雨
に

打
た
れ
風
邪
を
ひ
く
。

1
0
月
1
6
日
、
盛
岡
市
仁
王
新
町
の
岩
手
郡
教
育
会
館

で
村
野
、
木
原
両
講
師
を
迎
え
（
現
代
詩
の
座
談
会
）

で
司
会
を
す
る
。

1
0
月
1
7
日
、
N
H
K
盛
岡
放
送
局
の
座
談
会
に
前
記

講
師
、
大
坪
孝
二
の
四
人
で
出
席
。

1
2
月
、
「
L
㌣
（
盛
岡
市
仁
王
新
町
一
六
二
・
大
坪
方
、

の
ち
盛
岡
市
中
央
通
二
丁
目
六
－
一
八
と
な
る
）
　
五

号
か
ら
（
動
物
哀
歌
）
連
作
を
開
始
。

著

　

　

　

　

　

　

　

　

　

作

☆
（
航
海
を
祈
る
）
（
第
二
回
岩
手
芸
術
祭
入
選
／

「
岩
手
日
報
」
　
1
0
月
2
2
日
夕
刊
）

＊
　
（
雪
の
降
る
音
）
（
「
岩
手
日
報
」
2
月
4
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
八
月
の
裏
側
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
3
月
4
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
（
星
の
話
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
4
月
1
日
夕
刊
・
選

外
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
　
（
宇
宙
を
隠
す
野
良
犬
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
4
月
8

日
夕
刊
）

☆
入
道
1
悪
い
遺
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
4
月
1
5
日
夕
刊
）

☆
　
（
引
揚
船
）
　
（
「
皿
」
一
三
号
・
5
月
）

☆
（
宇
宙
に
つ
い
て
1
宇
宙
に
つ
い
て
（
2
）
）
…
（
同

右）
＊
　
（
深
海
魚
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
5
月
2
0
日
夕
刊
・
選

外
＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
（
愛
す
る
道
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
7
月
8
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
（
言
葉
に
つ
い
て
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
7
月
2
9
日
夕

刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
（
猿
↓
～
芝
居
を
す
る
猿
に
寄
せ
て
）
　
（
「
岩
手
日

報
」
　
8
月
5
日
夕
刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
　
（
死
ん
だ
牛
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
8
月
1
2
日
夕
刊
）

☆
文
（
『
榛
の
木
と
夜
明
け
』
に
寄
せ
て
）
　
（
「
L
a
」
別

冊
・
『
榛
の
木
と
夜
明
け
』
特
集
・
8
月
）

☆
俳
句
（
列
車
の
笛
二
五
句
）
　
（
『
草
笛
集
－
草
笛
作

品
集
第
一
輯
』
・
草
笛
発
行
所
刊
・
8
月
）

＊
　
（
黒
豹
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
8
月
1
9
日
夕
刊
・
選
外

＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
八
女
が
裸
に
な
る
前
に
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
8
月
2
6



1
月
、
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
の
結
果
、
前
に
成
形
手
術

し
て
い
な
か
っ
た
右
肺
に
空
洞
が
で
き
て
い
た
。
手

術
を
覚
悟
し
、
安
静
自
重
を
期
す
る
た
め
詩
人
ク
ラ

ブ
の
仕
事
か
ら
手
を
引
く
。

月
末
に
　
「
皿
」
第
一
七
号
の
編
集
を
終
え
る
。

5
月
、
仙
台
市
北
四
番
丁
六
四
の
仙
台
厚
生
病
院
に

入院。

日
夕
刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
座
談
会
（
現
代
詩
を
め
ぐ
っ
て
　
（
司
会
・
昭
夫
、

出
席
・
内
川
吉
男
、
大
村
孝
子
へ
　
高
橋
昭
八
郎
、

中
村
俊
亮
）
）
　
（
「
皿
」
一
五
号
・
9
月
）

＊
　
（
ひ
と
で
の
あ
る
所
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
0
月
2
日

夕
刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
（
太
陽
に
い
る
と
ん
ぼ
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
1
0
月
2
8

日
夕
刊
）

＊
　
（
巨
象
ザ
ン
パ
）
（
「
岩
手
日
報
」
1
1
月
4
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
（
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
）
　
（
「
若
手
日
報
」
　
1
1
月
2
5

日
夕
刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
（
荒
野
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
2
月
1
6
日
夕
刊
・
選
外

＝
作
品
無
掲
載
）

☆
　
（
動
物
哀
歌
■
）
　
　
（
「
L
a
」
五
号
・
1
2
月
）

★
序
曲
1
膚
殺
場
に
あ
る
遭

☆
空
を
渡
る
野
犬

★
化
石
し
た
牛

★
坂
を
登
る
馬
↓
坂
を
の
ぼ
る
馬

★
豚

★
蛇

★
マ
ン
モ
ス
の
背

☆
　
（
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
雲
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
6

日
夕
刊
）

＊
　
（
宇
宙
に
つ
い
て
1
～
宇
宙
に
つ
い
て
（
1
）
）
（
「
岩

手
日
報
」
　
1
月
1
3
日
夕
刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
（
熊
の
な
か
で
）
（
「
岩
手
日
報
」
1
月
2
0
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
　
（
野
の
兎
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
2
7
日
夕
刊
）

＊
　
（
其
処
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
2
月
3
日
夕
刊
・
選
外

＝
作
品
無
掲
載
）

＊
　
（
熊
の
中
の
星
1
熊
の
な
か
の
星
）
（
「
岩
手
日
報
」



＊☆＊＊＊☆

著

　

　

　

　

　

　

　

　

　

作

☆☆☆＊☆＊＊☆＊☆

2
月
1
7
日
夕
刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

（
あ
ざ
ら
し
の
い
る
海
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
3
月
1
7

日
夕
刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

へ
ね
ず
み
）
　
（
『
動
物
哀
歌
』
所
載
の
　
（
ね
ず
み
）

と
は
別
作
／
「
岩
手
日
報
」
　
3
月
3
1
日
夕
刊
）

（
如
来
寿
量
晶
）
（
「
岩
手
日
報
」
4
月
1
4
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

八
人
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
4
月
2
1
日
夕
刊
・
選
外
＝

作
品
無
掲
載
）

（
女
人
）
（
「
岩
手
日
報
」
4
月
2
8
日
夕
刊
・
選
外

＝
作
品
無
掲
載
）

（
動
物
哀
歌
　
二
）
　
（
「
L
a
L
六
号
・
5
月
）

★
宇
宙
を
隠
す
野
良
犬

☆
猿
1
芝
居
を
す
る
猿
に
寄
せ
て

★
野
の
兎

☆
ひ
と
で
の
あ
る
所

（
荒
野
）
　
（
「
皿
」
一
八
号
）

（
男
）
（
文
芸
欄
″
詩
と
デ
ッ
サ
ン
〟
に
舞
田
文
雄

の
絵
と
と
も
に
／
「
岩
手
日
報
」
5
月
1
2
日
夕
刊
）

（
雁
の
声
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
5
月
2
6
日
夕
刊
）

（
ひ
と
つ
の
星
）
（
「
岩
手
日
報
」
6
月
2
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

（
す
ず
め
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
6
月
2
3
日
夕
刊
）

（
字
音
の
括
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
7
月
1
4
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

（
う
み
ね
こ
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
7
月
2
8
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

八
月
の
裏
側
）
　
（
「
原
点
」
一
号
・
8
月
）

（
世
界
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
9
月
8
日
夕
刊
・
選
外

＝
作
品
無
掲
載
）

（
死
と
滅
び
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
0
月
6
日
夕
刊
）



父
、
東
北
電
力
退
職
。

院
内
で
開
か
れ
る
聖
書
研
究
会
に
出
席
。

9
月
、
村
上
家
、
盛
岡
市
下
厨
川
字
赤
裏
五
九
番
地

五
　
（
現
在
の
西
青
山
一
丁
目
八
番
地
一
一
）
　
に
愛
犬

タ
ロ
を
連
れ
て
転
居
。
タ
ロ
は
一
夜
だ
け
泊
ま
っ
て

加
賀
野
の
旧
居
に
帰
る
。
退
院
後
の
昭
夫
の
仕
事
へ

の
配
慮
も
あ
っ
て
、
同
所
で
公
衆
浴
場
″
玉
の
湯
〟

を
開
業
。

＊☆☆☆☆☆＊＊☆☆

（
も
っ
と
静
か
に
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
1
月
3
日
夕

刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

（
こ
お
ろ
ぎ
の
い
る
部
屋
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
2
月

1
日
夕
刊
）

（
実
験
さ
れ
る
犬
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
2
月
8
日
夕

刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

（
兎
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
1
日
・
新
年
文
芸
佳

作
＝
作
品
無
掲
載
）

（
樫
の
木
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
5
日
夕
刊
）

（
病
い
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
1
9
日
夕
刊
）

（
じ
ゅ
う
し
ま
つ
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
3
月
8
日
夕

刊）
（
動
物
哀
歌
三
）
　
（
「
L
a
」
七
号
・
4
月
）

★
こ
お
ろ
ぎ
の
い
る
部
屋

☆
人

★
ね
ず
み
（
3
4
年
3
月
「
岩
手
日
報
」
初
出
）

☆
う
み
ね
こ

☆
あ
ざ
ら
し
の
い
る
海

八
五
月
は
私
の
時
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
5
月
2
4
日
夕

刊）（
鵠
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
5
月
3
1
日
夕
刊
・
選
外
＝

作
品
無
掲
載
）

（
木
蓮
1
？
木
蓮
の
花
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
6
月
2
8

日
夕
刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
／
村
上
照
夫
）

（
都
会
の
牛
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
7
月
5
日
夕
刊
）

（
動
物
哀
歌
四
）
　
（
「
L
a
L
　
八
号
・
9
月
）

★
じ
ゅ
う
し
ま
つ

★
す
ず
め

☆
か
ら
す
1
鵜

★
雁
の
声

（
熱
帯
鳥
）
…
「
無
限
」
　
六
号
・
1
2
月



年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

譜

9
月
、
右
肺
菓
切
除
手
術
を
す
る
。
経
過
悪
く
苦
し

ん
だ
。
肺
活
量
少
な
く
あ
と
五
年
位
し
か
生
き
ら
れ

な
い
と
言
わ
れ
る
。
あ
ま
た
の
詩
も
、
聖
書
、
法
華

経
も
死
の
恐
怖
を
救
っ
て
く
れ
ず
、
た
だ
般
若
心
経

だ
け
が
心
の
支
え
と
な
る
。

8
月
、
仙
台
厚
生
病
院
を
退
院
。
三
年
間
の
闘
病
生

活
を
終
え
帰
宅
。
（
動
物
哀
歌
）
連
作
の
契
機
と
な
っ

た
愛
犬
タ
ロ
が
死
ぬ
。

9
月
2
2
日
、
大
坪
宅
で
開
か
れ
た
詩
人
ク
ラ
ブ
の
会

合
に
出
席
、
ク
ラ
ブ
の
面
々
と
久
し
ぶ
り
に
懇
談
。

両
親
へ
の
感
謝
を
こ
め
て
家
業
の
浴
場
業
務
に
精
を

出
す
。

1
月
1
日
、
入
道
）
が
「
岩
手
日
報
」
新
年
文
芸
の
天

草
を
受
賞
。

1
0
月
2
5
日
、
第
一
八
回
岩
手
芸
術
祭
詩
の
合
で
人
格

駐
）
が
入
選
。

1
0
月
、
浴
場
で
仕
事
中
、
滑
っ
て
転
び
肩
を
脱
臼
。

☆
　
（
リ
ス
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
1
0
日
夕
刊
）

☆
　
八
嶋
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
1
7
日
夕
刊
）

☆
（
ひ
き
蛙
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
6
月
2
0
日
夕
刊
）

☆
　
（
お
お
そ
れ
は
そ
れ
は
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
5
月
1

日
夕
刊
）

☆
短
評
″
ア
ル
ペ
ジ
オ
〟
　
（
「
L
a
s
e
n
」
二
号
・
1
2
月
／

同
誌
二
号
の
誌
評
）

＊
　
人
士
よ
り
も
深
い
苦
悩
を
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月

1
日
・
新
年
文
芸
佳
作
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
（
終
り
に
）
　
（
「
無
限
」
一
三
号
・
6
月
）

＊
　
（
李
珍
宇
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
6
月
2
4
日
夕
刊
・
選

外
＝
作
品
無
掲
載
）

＊
（
び
っ
こ
の
犬
）
（
「
岩
手
日
報
」
7
月
2
9
日
夕
刊
・

選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
　
（
エ
ル
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
8
月
1
9
日
夕
刊
）

☆
八
達
）
（
「
岩
手
日
報
」
1
月
1
日
・
新
年
文
芸
″
天
・

地
・
人
″
　
の
　
〝
天
〟
賞
）

＊
　
（
秋
田
街
道
）
　
（
同
右
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
（
一
番
星
⊥
嘉
星
は
ど
ん
な
星
l
一
番
星
－
妄
星

は
ど
ん
な
星
）
　
（
「
皿
」
三
〇
号
・
2
月
）

☆
（
秋
田
街
道
）
　
（
「
無
限
」
一
六
号
・
8
月
）

＊
（
唯
ひ
と
つ
の
願
い
↓
た
だ
ひ
と
つ
の
願
い
）
（
「
岩

手
日
報
」
8
月
2
4
日
夕
刊
・
選
外
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
　
〝
詩
人
ク
ラ
ブ
一
〇
周
年
記
念
ア
ン
ケ
ー
ト
〟
回

答
　
（
「
皿
」
三
一
号
・
9
月
）

☆
（
酪
取
）
　
（
1
0
月
2
5
日
、
第
一
八
回
岩
手
芸
術
祭
人



1
月
1
日
、
（
氷
原
の
町
）
が
「
岩
手
日
報
」
新
年
文

芸
の
天
賞
を
受
賞
。

3
月
、
盛
岡
市
青
山
一
丁
目
二
五
番
地
の
国
立
盛
岡

療
養
所
に
入
院
。
結
核
、
胃
潰
瘍
、
十
二
指
腸
潰
瘍
、

胆
嚢
炎
、
悪
性
の
貧
血
が
カ
ル
テ
に
書
か
れ
て
い
た
。

入
院
中
に
原
稿
五
〇
〇
枚
ほ
ど
を
整
理
す
る
。

7
月
1
0
日
、
国
立
盛
岡
療
養
所
を
退
院
。
一
週
に
三

度
通
院
。

冬
、
ま
た
体
に
変
調
を
き
た
す
。

1
月
、
松
の
内
に
大
坪
宅
を
訪
問
。
大
坪
孝
二
と
酒

を
の
み
な
が
ら
、
詩
は
生
き
る
た
め
の
チ
リ
ほ
ど
に

も
頼
り
に
な
ら
な
い
と
語
る
。
大
坪
か
ら
詩
集
を
出

す
よ
う
す
す
め
ら
れ
る
。

春
、
浴
場
を
清
掃
中
に
再
び
倒
れ
、
歩
行
不
能
と
な

る。1
0
月
9
日
、
第
二
〇
回
岩
手
芸
術
祭
詩
の
会
が
盛
岡

市
内
丸
の
県
自
治
会
館
で
開
か
れ
、
応
募
作
（
狼
）

が
入
選
。
病
状
悪
く
、
弟
の
成
夫
が
代
理
出
席
す
る
。

1
0
月
1
0
日
、
宮
静
枝
が
詩
集
発
刊
の
こ
と
で
訪
ね
て

く
る
。
こ
れ
ま
で
幾
度
か
促
さ
れ
た
が
、
療
養
費
な

ど
に
迷
惑
を
か
け
て
き
た
こ
と
を
理
由
に
断
っ
て
き

た
。
し
か
し
宮
の
懇
望
に
両
親
も
賛
成
し
発
刊
を
決

意
。
次
の
日
曜
日
、
宮
静
枝
、
大
坪
孝
二
が
訪
問
。

二
人
に
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
は
い
っ
て
い
る
全
原
稿

を
渡
し
一
切
を
委
せ
る
。
詩
集
の
題
名
を
　
『
動
物
哀

歌
』
　
に
き
め
る
。

1
月
3
1
日
、
か
つ
て
の
療
友
で
俳
句
作
家
の
昆
ふ
さ

子
　
（
北
上
市
黒
沢
尻
町
字
黒
岩
第
一
四
地
割
二
番

地
・
昆
精
一
郎
長
女
）
　
と
結
婚
。

選
・
二
席
／
入
選
作
品
集
あ
り
）

☆
　
（
氷
原
の
町
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
1
日
・
新
年

文
芸
″
天
・
地
・
人
〟
　
の
　
″
天
〟
賞
）

＊
　
（
愛
の
人
）
　
（
同
右
佳
作
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
　
（
鶴
）
　
（
「
鞍
」
一
号
・
4
月
）

☆
　
八
神
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
9
月
1
3
日
夕
刊
）

＊
　
（
宇
宙
を
信
ず
べ
き
か
）
　
（
同
右
・
選
外
＝
作
品
無

掲載）

☆
　
（
鳶
の
舞
う
空
の
下
で
）
（
1
0
月
1
0
日
、
第
一
九
回

岩
手
芸
術
祭
佳
作
／
入
選
作
品
集
あ
り
）

☆
　
（
深
い
雪
の
中
で
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
1
日
・

新
年
文
芸
佳
作
）

★
　
（
安
全
な
る
航
海
を
祈
る
↓
航
海
を
祈
る
）
　
（
「
無

限
」
　
二
〇
号
・
5
月
）

☆
　
（
エ
リ
ス
・
ヤ
ポ
ニ
ク
ス
）
　
（
同
右
）

☆
　
（
ス
ク
リ
ユ
ウ
と
い
う
蛇
）
　
（
「
鞍
」
　
七
号
）

☆
　
（
狼
）
　
（
「
皿
」
　
四
八
号
・
第
二
〇
回
岩
手
芸
術
祭

詩
の
入
選
作
品
特
集
・
1
2
月
）

☆
　
（
象
）
（
1
0
月
9
日
、
第
二
〇
回
岩
手
芸
術
祭
選
外
）

＊
　
（
岩
山
）
　
（
「
岩
手
日
報
」
　
1
月
1
日
・
新
年
文
芸

入
選
＝
作
品
無
掲
載
）

☆
文
（
「
死
の
眼
鏡
」
を
通
し
て
／
晩
翠
賞
受
賞
の
記
）



年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

譜

6
月
3
0
日
、
再
度
国
立
盛
岡
療
養
所
に
入
院
。

7
月
中
旬
、
院
内
を
歩
行
が
で
き
手
紙
も
書
け
る
よ

う
に
な
る
。
家
が
近
い
の
で
時
々
外
出
。
日
記
、
手

紙
類
を
焼
却
。

9
月
1
8
日
、
詩
集
『
動
物
哀
歌
』
上
梓
（
し
、
a
の
合

刊
／
一
九
五
篇
※
収
録
。
限
定
三
〇
〇
部
。
序
文
・

村
野
四
郎
、
後
記
・
大
坪
孝
二
、
装
帳
お
よ
び
編
集
・

高
橋
昭
八
郎
）

※
「
紅
色
の
リ
ン
ゴ
」
　
（
1
）
　
（
2
）
を
一
つ
に
数
え
る
と
一
九

四
篇

紀
野
一
義
、
花
巻
の
宮
沢
清
六
宅
を
訪
問
。
村
上
の

作
品
を
紹
介
さ
れ
た
。
紀
野
か
ら
本
を
贈
ら
れ
、
交

際
が
は
じ
ま
る
。

1
0
月
3
日
、
村
野
四
郎
が
陸
前
高
田
で
の
講
演
に
出

向
く
途
次
、
大
坪
孝
二
と
高
橋
昭
八
郎
の
案
内
で
国

立
盛
岡
療
養
所
を
見
舞
う
。
こ
れ
が
最
後
の
師
弟
の

対
面
と
な
っ
た
。

1
0
月
1
9
日
、
『
動
物
哀
歌
』
に
よ
っ
て
第
八
回
土
井
晩

翠
嘗
（
仙
台
市
）
受
賞
。
授
賞
式
に
は
父
、
ふ
さ
子
、

和
夫
が
代
理
出
席
。

1
1
月
1
4
日
、
晩
翠
賞
受
賞
祝
賀
会
、
『
動
物
哀
歌
』
出

版
記
念
会
が
盛
岡
市
ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ト
で
開
か
れ
る
。

父
、
国
立
盛
岡
療
養
所
長
の
石
川
義
志
、
弟
の
貞
夫
、

成
夫
に
付
添
わ
れ
て
出
席
。
席
上
、
「
肺
病
が
癒
っ
た

ら
詩
を
書
く
こ
と
を
止
め
る
」
と
語
る
。

2
月
、
気
管
支
炎
に
か
か
る
。

3
月
1
1
日
、
日
本
現
代
詩
人
会
の
H
氏
賞
選
考
委
員

会
が
東
京
新
橋
の
蔵
前
工
業
会
館
で
開
か
れ
、
一
〇

冊
選
ば
れ
た
う
ち
の
一
冊
に
『
動
物
哀
歌
』
が
は
い

る
。
2
6
日
、
第
二
回
選
考
委
員
会
が
同
館
で
行
わ
れ
、

（
「
岩
手
日
報
」
1
0
月
2
5
日
夕
刊
）

☆
（
李
珍
宇
）
　
（
「
西
部
評
論
」
二
号
・
1
2
月
／
村
上

マ
マ

昭光）

★
　
（
狼
）
　
（
「
詩
と
批
評
」
二
四
号
・
5
月
／
同
誌
三

一
号
・
1
2
月
″
現
代
詩
年
鑑
″
に
再
録
）

☆
随
想
（
星
）
　
（
岩
手
銀
行
広
報
誌
「
生
活
の
し
お
り
」

二
六
号
・
6
月
）

☆
　
（
捨
て
る
）
　
（
「
無
限
」
　
二
四
号
・
7
月
）



鈴
木
志
郎
康
『
確
製
同
棲
又
は
陥
葬
へ
の
逃
走
』
と

『
動
物
哀
歌
』
に
決
定
。
そ
の
旨
現
代
詩
人
会
か
ら

連
結
が
あ
り
受
諾
。
2
9
日
、
同
会
の
定
例
理
事
会
で

受
賞
者
発
表
。

4
月
5
日
、
N
H
K
ラ
ジ
オ
第
一
放
送
の
″
時
の
人
〟

（
午
前
7
時
4
7
分
～
8
時
）
　
に
登
場
。
動
物
に
非
常

に
関
心
を
持
ち
、
実
際
に
動
物
の
声
が
わ
か
る
こ
と

な
ど
を
語
る
。

5
月
1
0
日
、
東
京
新
宿
の
紀
伊
国
屋
ホ
ー
ル
で
、
第

一
八
回
H
氏
賞
受
賞
記
念
「
五
月
の
詩
祭
」
が
開
か

れ
る
。
は
じ
め
医
師
の
許
可
を
得
て
上
京
出
席
の
予

定
だ
っ
た
が
欠
席
し
、
代
理
に
母
、
弟
・
和
夫
、
妹
・

睦
子
が
出
席
、
弟
・
和
夫
が
代
っ
て
賞
を
受
け
る
。

地
元
の
詩
人
か
ら
は
、
佐
伯
郁
即
が
参
加
。
参
集
者

の
一
人
で
あ
っ
た
沢
野
起
美
子
　
（
岩
手
股
和
賀
郡
東

和
町
出
身
）
　
は
、
詩
集
『
動
物
哀
歌
』
　
が
す
で
に
絶

版
に
な
っ
て
い
た
の
を
知
り
、
そ
の
再
出
版
を
決
意

する。
詩
誌
「
歴
程
」
　
の
例
会
で
犬
塚
尭
と
と
も
に
同
人
に

推
挙
さ
れ
承
諾
（
山
本
太
郎
の
提
案
）
。
受
賞
の
こ
と

が
全
国
に
伝
わ
り
、
未
知
の
人
々
か
ら
手
紙
が
舞
い

込
む
。
そ
の
返
事
書
き
に
追
わ
れ
、
ま
た
未
知
の
見

舞
い
訪
問
客
の
応
得
が
あ
っ
た
り
し
て
疲
労
を
覚
え

る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
手
紙
の
返
事
は
父
が

代
筆
し
た
。

5
月
2
8
日
、
詩
人
・
及
川
均
が
国
立
盛
岡
療
養
所
を

見
舞
う
。

6
月
、
視
力
の
減
退
を
感
じ
、
次
第
に
眼
が
見
え
な

く
な
り
字
も
書
け
な
く
な
っ
た
。

8
月
、
詩
集
の
再
版
が
村
野
四
郎
の
編
集
で
東
京
の

思
潮
社
か
ら
出
版
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
眼
科
医

の
診
断
を
受
け
た
が
、
視
神
経
に
は
異
常
が
な
い
と

い
う
こ
と
だ
っ
た
。



昭
和
4
4
年

一
九
六
九

年

　

　

　

　

　

　

　

　

　

譜

1
0
月
1
0
日
、
急
変
の
知
ら
せ
で
、
父
を
は
じ
め
家
族

が
駈
け
つ
け
た
が
、
す
で
に
会
話
不
能
。
た
だ
顔
で

う
な
ず
く
だ
け
だ
っ
た
。
手
を
胸
に
組
み
合
掌
の
姿

を
し
て
い
た
。
1
1
日
、
午
前
6
時
5
7
分
、
盛
岡
市
青

山
一
丁
目
二
五
番
地
の
国
立
盛
岡
療
養
所
西
下
病
棟

二
号
室
で
肺
結
核
と
肺
性
心
の
合
併
症
、
お
よ
び
永

い
闘
病
生
活
の
た
め
全
身
衰
弱
し
永
眠
。

1
0
月
1
3
日
、
盛
岡
市
音
山
寺
で
告
別
式
。
墓
所
は
若

手
郡
滝
沢
村
滝
沢
の
大
口
公
葬
地
（
み
た
け
学
園

裏）。1
1
月
1
日
、
思
潮
社
版
『
動
物
哀
歌
』
刊
。
（
初
版
よ

り
七
七
篇
を
村
野
四
郎
が
抄
出
、
序
文
お
よ
び
再
版

後
記
・
村
野
四
郎
、
後
記
・
大
坪
孝
二
、
装
帖
・
石

川勝）
1
1
月
2
日
、
岩
手
児
教
育
表
彰
（
芸
術
・
文
化
部
門
）

受
賞
、
父
が
代
っ
て
出
席
。

1
月
、
「
歴
程
」
一
二
四
号
で
村
上
昭
夫
追
悼
特
集
が

組
ま
れ
る
。

1
2
月
、
「
皿
」
四
九
号
が
村
上
昭
夫
追
悼
特
集
号
と
し

て
刊
行
さ
れ
る
。

☆
（
ラ
リ
ッ
ク
ス
物
語
）
　
（
「
歴
程
」
一
二
四
号
・
1
月

／
2
6
年
「
光
」
9
月
号
（
ラ
リ
ッ
ク
ス
）
の
改
作
）

☆
　
（
若
い
合
唱
）
　
（
同
右
）



昭
和
4
5
年

一
九
七
〇

昭
和
4
6
年

一
九
七
一

昭
和
4
7
年

一
九
七
二

9
月
1
0
日
、
『
動
物
哀
歌
』
新
装
再
版
（
み
ち
の
く
社

刊
／
初
版
に
斎
藤
彰
吾
編
の
年
譜
を
加
え
る
）

1
0
月
、
I
B
C
ラ
ジ
オ
″
お
は
よ
う
ミ
セ
ス
〟
で
村

上
昭
夫
『
動
物
哀
歌
』
　
の
特
集
が
放
送
さ
れ
る
。
詩



昭
和
4
8
年

一
九
七
三

朗
読
（
星
を
見
て
い
る
と
）
（
ひ
と
つ
の
星
）
（
秋
田

街
道
）
ほ
か
、
昭
夫
の
歌
っ
た
石
川
啄
木
の
歌
″
東

海
の
…
…
〟
と
　
″
や
は
ら
か
に
…
…
〟
　
の
録
音
テ
ー

プ
が
放
送
さ
れ
た
　
（
話
・
高
橋
昭
八
郎
）
。

1
0
月
2
4
日
、
俳
誌
「
草
笛
」
創
刊
二
〇
周
年
記
念
大

会
が
盛
岡
の
亀
井
商
店
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
大
坪

孝
二
が
〝
村
上
昭
夫
論
″
を
講
演
。

1
月
1
日
、
I
B
C
ラ
ジ
オ
〝
農
家
の
み
な
さ
ん
へ
″

で
″
岩
手
の
民
話
と
村
上
昭
夫
の
詩
に
よ
る
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
・
動
物
哀
歌
〟
が
放
送
さ
れ
る
。
詩
朗
読
（
熊

の
な
か
の
星
）
（
教
え
て
お
く
れ
）
。

4
月
、
「
北
流
」
二
号
で
村
上
昭
夫
特
集
が
組
ま
れ
る
。



昭
和
4
9
年

一
九
七
四

昭
和
5
0
年

一
九
七
五

1
1
月
1
2
日
、
第
三
回
岩
手
教
育
芸
術
祭
の
作
曲
部
門

と
し
て
、
岩
手
作
曲
研
究
会
の
作
品
発
表
会
が
岩
手

教
育
会
館
で
開
か
れ
、
独
唱
曲
〝
村
上
昭
夫
詩
集
よ

り
″
（
お
母
さ
ん
）
へ
鴇
の
星
）
　
（
作
曲
・
千
葉
了
道
、

独
唱
・
一
條
静
子
、
伴
奏
・
村
田
光
弘
）
　
が
発
表
さ

れる。
1
1
月
2
9
日
、
″
嵐
野
英
彦
（
作
曲
家
）
作
品
の
夕
〟
が

東
京
・
青
山
タ
ワ
ー
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
歌
曲
″
村

上
昭
夫
の
詩
に
よ
る
三
つ
の
歌
〟
（
夜
の
色
）
（
爪
を

切
る
）
（
道
）
　
（
作
曲
・
嵐
野
英
彦
、
テ
ノ
ー
ル
・
古

沢
泉
、
ピ
ア
ノ
・
武
田
宏
子
）
　
が
演
奏
さ
れ
る
。

4
月
2
6
日
～
3
0
日
、
盛
岡
市
立
図
書
館
に
て
村
上
昭

夫
展
開
催
。

4
月
2
9
日
、
同
図
書
館
わ
き
に
詩
碑
建
立
・
除
去
。

作
品
へ
私
を
う
ら
ざ
る
な
）
（
活
字
）
、
選
・
村
野
四

郎
、
碑
名
・
草
野
心
平
書
、
設
計
・
大
宮
政
即
。
沢

野
起
美
子
の
尽
力
に
よ
る
。
以
後
6
1
年
ま
で
同
月
同

日
に
市
立
図
書
館
で
″
村
上
昭
夫
を
語
る
会
〟
を
開

0
8
月
、
「
繭
」
　
で
〝
共
同
討
究
・
村
上
昭
夫
の
C
O
S

M
O
S
〟
を
組
む
。



昭
和
5
1
年

一
九
七
六

昭
和
5
3
年

一
九
七
八

昭
和
5
5
年

一
九
八
〇

1
0
月
2
1
日
、
第
一
回
盛
岡
音
楽
祭
が
岩
手
県
民
会
館

で
開
か
れ
、
そ
の
第
三
部
と
し
て
組
曲
（
雁
の
声
）

（
構
成
・
高
橋
昭
八
郎
、
作
曲
・
箱
石
啓
人
）
　
が
演

奏
さ
れ
る
。

1
0
月
1
1
日
、
盛
岡
市
立
図
書
館
の
婦
人
文
学
学
級
で

大
坪
孝
二
が
「
村
上
昭
夫
の
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
。



昭
和
5
7
年

一
九
八
二

1
0
月
、
村
上
昭
夫
研
究
誌
「
雁
の
声
」
創
刊
（
村
上

昭
夫
を
読
む
合
・
北
畑
光
男
代
表
）
。



昭
和
5
8
年

一
九
八
三

昭
和
5
9
年

一
九
八
四

昭
和
8
0
年

一
九
八
五

2
月
1
0
日
、
『
動
物
哀
歌
』
新
装
再
版
（
ト
リ
ョ
ー
コ

ム
刊
／
年
譜
付
、
初
版
の
二
度
目
の
再
版
）

6
月
2
日
、
千
葉
了
道
作
品
演
奏
会
　
（
一
候
静
子
デ

ビ
ュ
ー
二
〇
周
年
記
念
）
　
が
岩
手
県
民
会
館
で
開
か

れ
、
独
唱
曲
入
場
の
星
）
（
う
た
）
演
奏
。



昭
和
6
1
年

一
九
八
六

昭
和
6
2
年

一
九
八
七

昭
和
6
3
年

一
九
八
八

昭
和
6
4
年

1
1
月
1
5
日
、
N
H
K
第
二
放
送
　
「
四
季
の
う
た
」
　
で

山
本
太
郎
が
（
秋
）
（
雁
の
声
）
（
こ
お
ろ
ぎ
の
い
る

部
屋
）
を
朗
読
、
鑑
賞
。

4
月
2
0
日
～
2
6
日
、
盛
岡
の
画
家
・
金
子
正
が
　
『
動

物
哀
歌
』
　
に
寄
せ
て
描
い
た
詩
画
展
を
盛
岡
市
立
図

書
館
で
開
催
。
最
終
日
に
高
橋
昭
八
郎
が
記
念
講
演
。

9
月
、
C
D
　
「
山
崎
一
繁
歌
曲
集
・
動
物
哀
歌
」
　
が

製
作
さ
れ
る
。
昭
夫
の
作
品
か
ら
は
（
す
ず
め
）
（
ね

ず
み
）
ほ
か
九
曲
　
（
ソ
プ
ラ
ノ
・
佐
藤
教
子
、
ピ
ア

ノ
・
美
添
奈
美
子
）
。

1
0
月
、
盛
岡
市
先
人
記
念
館
が
開
館
、
村
上
昭
夫
を

紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。

1
0
月
2
7
日
～
1
1
月
8
日
ま
で
、
大
東
町
立
図
書
館
で

〝
村
上
昭
夫
展
〟
開
催
。



平
成
元
年

一
九
八
九

平
成
2
年

一
九
九
〇

9
月
8
日
～
1
0
月
7
日
、
日
本
詩
人
ク
ラ
ブ
創
立
四

〇
周
年
記
念
″
日
本
の
現
代
詩
展
〟
が
日
本
現
代
詩

歌
文
学
館
で
開
か
れ
、
東
北
の
詩
人
コ
ー
ナ
ー
に
て

村
上
昭
夫
を
紹
介
。

1
0
月
7
日
、
岐
阜
県
上
石
津
町
で
〝
ス
イ
ン
ク
9
0
・

詩
の
朗
読
の
午
後
〟
が
開
催
さ
れ
、
和
田
久
子
・
田

中
岸
子
が
（
教
え
て
お
く
れ
）
を
朗
読
。



平
成
3
年

一
九
九
一

平
成
4
年

一
九
九
二

平
成
5
年

一
九
九
三

3
月
2
日
、
東
京
∴
渋
谷
で
開
か
れ
た
蛙
の
合
例
会

で
菊
田
守
が
「
村
上
昭
夫
の
詩
の
世
界
」
と
題
し
て

講演。
2
月
1
2
日
、
日
本
テ
レ
ビ
〝
ズ
ー
ム
イ
ン
朝
〟
の
″
朝

の
詩
″
の
コ
ー
ナ
ー
（
祈
願
神
事
編
）
　
で
（
鬼
子
母

神
）
　
が
放
送
さ
れ
る
。

6
月
3
0
日
、
同
右
番
組
の
同
コ
ー
ナ
ー
で
　
（
ぼ
く
と

い
う
旅
人
）
が
放
送
さ
れ
る
。

1
2
月
4
日
～
5
年
3
月
7
日
、
盛
岡
市
先
人
記
念
館

で
″
盛
岡
・
詩
歌
の
人
々
－
そ
の
情
熱
と
精
華
〟
展
が
開

か
れ
、
村
上
昭
夫
を
紹
介
。

1
0
月
1
1
日
、
『
動
物
哀
歌
』
新
装
再
版
（
動
物
哀
歌
の

合
刊
・
盛
岡
市
西
青
山
一
丁
目
八
番
地
二
・
村
上

達
夫
方
／
年
譜
付
、
新
た
に
八
女
が
裸
に
な
る
前
に
）

一
第
を
加
え
、
一
九
六
篇
収
録
。
初
版
か
ら
三
度
目

の
再
版
）



平
成
6
年

一
九
九
四

平
成
7
年

一
九
九
五

平
成
8
年

一
九
九
六

平
成
9
年

一
九
九
七

1
0
月
2
9
日
～
1
1
月
2
7
日
、
岩
手
県
詩
人
ク
ラ
ブ
結
成

四
〇
周
年
記
念
″
岩
手
の
詩
展
〟
が
日
本
現
代
詩
歌

文
学
館
で
開
か
れ
、
村
上
昭
夫
を
紹
介
。

1
0
月
3
0
日
、
岩
手
児
詩
人
ク
ラ
ブ
よ
り
先
達
詩
人
感

謝
状
が
故
人
と
し
て
昭
夫
に
贈
ら
れ
、
北
上
市
の
ワ

シ
ン
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
行
わ
れ
た
贈
呈
式
に
ふ
さ
子

夫
人
が
出
席
。

3
月
1
8
日
、
前
橋
市
の
劇
団
円
形
舞
台
が
″
詩
劇
・

こ
お
ろ
ぎ
の
い
る
部
屋
〟
　
（
原
作
・
村
上
昭
夫
『
動
物

哀
歌
』
、
ソ
ポ
ク
レ
ス
　
『
コ
ロ
ノ
ス
の
オ
イ
デ
ィ
プ

ス
』
）
　
を
公
演
。

3
月
1
6
日
、
陸
前
高
田
市
の
下
矢
作
公
民
館
で
″
ふ

る
さ
と
の
先
人
に
学
ぶ
〟
講
演
会
が
催
さ
れ
、
高
橋
昭

八
郎
が
″
村
上
昭
夫
・
人
と
作
品
〟
と
題
し
て
講
演
。

1
0
月
1
0
日
～
1
1
月
9
日
、
日
本
現
代
詩
歌
文
学
館
で

特
別
企
画
展
「
没
後
三
〇
年
　
村
上
昭
夫
『
動
物
哀
歌
』

へ
の
道
」
開
催
　
（
企
画
委
員
／
相
沢
史
郎
、
伊
藤
元

之
、
内
川
吉
男
、
北
畑
光
男
、
小
森
一
民
、
佐
藤
章
、

高
橋
昭
八
郎
）
。
開
会
日
に
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
北
畑
光
男
が
（
今
を
生
き
る
詩
－
「
動
物
哀

歌
」
　
の
宇
宙
）
と
題
し
て
講
演
、
ま
た
林
芳
輝
作
曲

に
よ
る
ピ
ア
ノ
曲
（
前
奏
曲
Ⅰ
・
H
・
m
V
、
歌
曲
入
違

い
道
）
　
（
雪
）
（
秋
）
　
が
演
奏
さ
れ
る
　
（
ピ
ア
ノ
・
高

橋
珠
子
／
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
・
荻
原
美
智
子
）
。




